
ページ 箇所 誤 正

27
図2.20(d),

せん断力図の右下付近
（図中文字）

29
例題2.6の解答,

下から8行目

42 下から2行目

46
表3.1,

銅の弾性係数E

58 上から8行目

87 上から12行目

88 下から4行目

91 (4)の1行目

96 式(5.34), 1行目

99 式(5.48), 1行目 M  =∫A σ (y , z ) η 2 
dA  = … M  =∫A σ (y , z ) ηdA  = …

101 式(5.57), 2行目

上から7行目 φだけ回転した

式(5.76)

120 式(6.59)

122 式(6.63)

式(6.75)

式(6.76)

式(6.78)

125

『材料力学』（機械系コアテキストシリーズ）　正誤表
このたびはお買い上げ誠にありがとうございます。本書には、下記のような誤記がありました。お詫びして訂正いたします。　（コロナ社編集部）

105

−𝑃𝑏 Τsin 𝜃 𝑙 −𝑃𝑎 Τsin 𝜃 𝑙

𝐼 = 𝐼1 + 𝑦1 − 𝑦c
2𝐴1⋯ 𝐼 = 𝐼1 − 𝐼2 + 𝑦1 − 𝑦c

2𝐴1⋯

⋯ので,式 5.5 ,⋯ ⋯ので,式 5.4 , 5.5 ,⋯

⋯図心の𝑦座標𝑦cを⋯ ⋯図心の𝑥座標𝑥cを⋯

𝜑だけ回転した⋯

𝜎 𝑦, 𝑧 = ⋯ 𝜎 𝑦1, 𝑧1 = ⋯

𝑀 = −𝑞 𝑥 − 𝑎 2 𝑀 = −
1

2
𝑞 𝑥 − 𝑎 2

𝑦(𝑥) = න
𝑥A

𝑥

𝜃 ζ ⅆζ 𝑦 𝑥 = 𝑦A +න
𝑥A

𝑥

𝜃 ζ ⅆζ

= −
8𝑃𝑎2

𝜋𝐸
8ⅆ1

4 + ⅆ2
4 = −

8𝑃𝑎2

𝜋𝐸

8

ⅆ1
4 +

1

ⅆ2
4

⋯ = −
4𝑃𝑎3

3𝜋𝐸
76ⅆ1

4 + 5ⅆ2
4 ⋯ = −

4𝑃𝑎3

3𝜋𝐸

76

ⅆ1
4 +

5

ⅆ2
4

⋯ =
8𝑃𝑎2

𝜋𝐸
8ⅆ1

4 + ⅆ2
4 ⋯ =

8𝑃𝑎2

𝜋𝐸

8

ⅆ1
4 +

1

ⅆ2
4

⋯

⋯ field equation of⋯ ⋯ field equations of⋯

⋯とおくと, 𝜌＋𝜂 ∆𝜃である。したがって⋯ ⋯とおくと, 𝜌＋𝜂 ∆αである。したがって⋯

= 𝑅A𝑥 −න
0

𝑥

𝑞𝑡 ⅆ𝑡 = 𝑅A𝑥 −න
0

𝑥

𝑞 𝑥 − 𝑡 ⅆ𝑡

13.0 130

⋯場合には𝑃𝑡のモーメント⋯ ⋯場合には Τ𝑃𝑡 2のモーメント⋯

⋯+
𝐼𝑥 − 𝐼𝑦

2
cos 2𝜑 +⋯ ⋯−

𝐼𝑥 − 𝐼𝑦
2

cos 2𝜑 +⋯
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125 式(6.79)

図6.11右上

式(6.82)

式(6.83)

式(6.85)

134 式(7.23)

146
例題8.4の解答,

下から3行目

図8.7(b) 左上
（図中文字）

図8.7(b) 右上
（図中文字）

153 式(8.18)の下2行目

式（8.22)

式（8.23)

式（8.23）の下1行目 となる。同様にして

式（8.24)

155 式(8.26)

〔8.5〕, 4行目

〔8.8〕(1), 2行目

175 下から7行目

〔9.5〕, 2行目

〔9.5〕, 4行目

222 式(12.1)

154

126

127

151

163

183

ҧ𝑥L ҧ𝑥L
ext

ҧ𝑥R ҧ𝑥R
ext

⋯{𝜎𝑥 𝑡 𝜀′𝑥 𝑡 + 𝜎𝑦 𝑡 𝜀′𝑦 𝑡 + 𝜎𝑧 𝑡 𝜀′𝑧 𝑡

+ 𝜎𝑦𝑧 𝑡 𝛾′𝑦𝑧 𝑡 + 𝜎𝑧𝑥 𝑡 𝛾′𝑧𝑥 𝑡 + 𝜎𝑥𝑦 𝑡 𝛾′𝑥𝑦 𝑡 } ⋯

⋯{𝜎𝑥 𝑡 ሶ𝜀𝑥 𝑡 + 𝜎𝑦 𝑡 ሶ𝜀𝑦 𝑡 + 𝜎𝑧 𝑡 ሶ𝜀𝑧 𝑡

+ 𝜎𝑦𝑧 𝑡 ሶ𝛾𝑦𝑧 𝑡 + 𝜎𝑧𝑥 𝑡 ሶ𝛾𝑧𝑥 𝑡 + 𝜎𝑥𝑦 𝑡 ሶ𝛾𝑥𝑦 𝑡 }⋯

1 2

⋯ =
4𝑃𝑎3

3𝜋𝐸
76ⅆ1

4 + 5ⅆ2
4 ⋯ =

4𝑃𝑎3

3𝜋𝐸

76

ⅆ1
4 +

5

ⅆ2
4

⋯ =
1

2

3𝑃ⅆ

4𝐸𝐼
ⅆ

2ⅆ

3
=

𝑃ⅆ3

12𝐸𝐼
=
5 5𝑎3

12𝐸𝐼
⋯ =

1

2

𝑃ⅆ

4𝐸𝐼
ⅆ

2ⅆ

3
=

𝑃ⅆ3

12𝐸𝐼
=
5 5𝑃𝑎3

12𝐸𝐼

𝑆 𝑠 = න
0

𝑠

𝑦 ζ 𝑡 ζ ⅆζ 𝑆 𝑠 = න
𝑠

𝑠1

𝑦 ζ 𝑡 ζ ⅆζ

⋯ =
2

3

𝑞𝑙2

8𝐸𝐼
𝑙

𝑙

2
+

1

2

𝑀B

𝐸𝐼
𝑙

2

3
𝑙 ⋯ =

2

3

𝑞𝑙2

8𝐸𝐼
𝑙

𝑙

2
+

1

2

𝑀0

𝐸𝐼
𝑙

2

3
𝑙

⋯支点𝑖 − 1からの距離⋯ ⋯支点𝑖からの距離⋯

⋯ = −
6𝐴1 𝑙1 − ҧ𝑥1

𝑙1
⋯ = −

6𝐴1
ext 𝑙1 − ҧ𝑥1

ext

𝑙1

𝑅 ≪ 𝐿⋯ 𝑅 ≫ 𝐿⋯

⋯分布𝜎𝑦,𝑧を⋯ ⋯分布𝜎 𝑦, 𝑧 を⋯

⋯伝達している。点Aに⋯ ⋯伝達している。伝達動力を求めなさい。つぎに点Aに⋯

⋯働いているとき,伝達動力を求めなさい。さらに,点Oと⋯ ⋯働き,点Oと⋯

・せん断ひずみエネルギー説に基づく⋯ ・最大せん断ひずみエネルギー説に基づく⋯

𝜃DB 𝜃BD

𝜃DB = ⋯ 𝜃BD = ⋯

𝜃B = −𝜃DB = ⋯ 𝜃B = −𝜃BD = ⋯

⋯− 𝐴𝑖−1
ext (𝑙𝑖−1 −⋯ ⋯− 𝑄𝑖−1

ext (𝑙𝑖−1 −⋯

⋯+ 𝐴𝑖−1
ext (𝑙𝑖−1 −⋯ ⋯+𝑄𝑖−1

ext (𝑙𝑖−1 −⋯

⋯ 𝑀𝑖 −𝑀𝑖−1 − 𝐴𝑖−1
ext ҧ𝑥𝑖−1

ext ⋯ 𝑀𝑖 −𝑀𝑖−1 − 𝑄𝑖−1
ext ҧ𝑥𝑖−1

ext

となる。ここでスパン 𝑙𝑖−1 に作用する外力に関する（単純支持したときの）

支点反力を，等価外力 𝑄𝑖−1
ext と等価作用点 ҧ𝑥𝑖−1

ext で表している。同様にして
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224 式(12.3)

281 最上行

301 〔2.2〕 (c)

305 〔4.7〕

〔9.5〕, 1行目

〔9.5〕, 2行目

2行目

3行目

4行目

5行目

6行目

〔12.7〕の4行目 …(1/4 sin
2 α ＋… …（1/4 sin

2 
θ ＋…

〔12.8〕の2行目 …M 2(η ) = Pη ,  … …M 2(η ) = P (η + α ),  …

〔12.8〕の3行目 …= Pa
3
(5/EI  - 3/GI p ) となる。 …= Pa

3
(5/EI  + 3/GI p ) となる。

①

324

318

319

⋯{𝜀𝑥 𝑡 𝜎′𝑥 𝑡 + 𝜀𝑦 𝑡 𝜎′𝑦 𝑡 + 𝜀𝑧 𝑡 𝜎′𝑧 𝑡 +𝛾𝑦𝑧 𝑡 𝜎′𝑦𝑧 𝑡

+ 𝛾𝑧𝑥 𝑡 𝜎′𝑧𝑥 𝑡 + 𝛾𝑥𝑦 𝑡 𝜎′𝑥𝑦 𝑡 }⋯

⋯{𝜀𝑥 𝑡 ሶ𝜎𝑥 𝑡 + 𝜀𝑦 𝑡 ሶ𝜎𝑦 𝑡 + 𝜀𝑧 𝑡 ሶ𝜎𝑧 𝑡 +𝛾𝑦𝑧 𝑡 ሶ𝜎𝑦𝑧 𝑡 + 𝛾𝑧𝑥 𝑡 ሶ𝜎𝑧𝑥 𝑡

+ 𝛾𝑥𝑦 𝑡 ሶ𝜎𝑥𝑦 𝑡 }⋯

𝑅A =
𝑞𝑙

3
, 𝑅B = −

𝑞𝑙

3
𝑅A =

𝑞𝑙

6
, 𝑅B = −

𝑞𝑙

6

問題の対称性から, 𝑥軸に関するモーメント

𝑇1 = 𝑃1
B − 𝑃2

B 𝑟A, 𝑇2 = 𝑃1
A − 𝑃2

A 𝑟B⋯

伝達動力は
𝑇1 × 2𝜋𝑛

60
=
𝜋 𝑃1

B − 𝑃2
B 𝑟B𝑛

30
である。

つぎに,問題の対称性から, 𝑥軸に関するモーメント

𝑇1 = 𝑃1
B − 𝑃2

B 𝑟B, 𝑇2 = 𝑃1
A − 𝑃2

A 𝑟A⋯

⋯と,横荷重:鉛直面内 𝑃1 = 𝑃1
B + 𝑃2

B,水平面内 ⋯ ⋯と,横荷重:水平面内 𝑃1 = 𝑃1
B + 𝑃2

B,鉛直面内 ⋯

⋯ ,𝑀H
max = 𝑃1 ∙ 2𝑙であり,⋯ ⋯ ,𝑀H

max= 𝑃1𝑙であり,⋯

4𝑃1
2 + 𝑃2

2𝑙となる。 𝑃1
2 + 𝑃2

2𝑙となる。

⋯ = 4𝑃1
2 + 𝑃2

2 𝑙2 + 𝑇2で ⋯ = 𝑃1
2 + 𝑃2

2 𝑙2 + 𝑇2で

⋯はⅆ ≧
16

𝜋𝜏a
4𝑃1

2 + 𝑃2
2 𝑙2 + 𝑇2

Τ1 3

である⋯ ⋯はⅆ ≧
16

𝜋𝜏a
𝑃1

2 + 𝑃2
2 𝑙2 + 𝑇2

Τ1 3

である⋯

ⅆ = 44.3 mmとなる。 ⅆ = 36.4 mmとなる。

⋯必要がある。
⋯必要がある（実際の設計では等号はありえないが, 1章の

1.3節〔1〕で述べたことはこのことを示唆している）。

𝜎 =
𝐸𝑘𝛼∆𝑇𝑙

𝐸𝐴 + 𝑘𝑙
𝜎 = −

𝐸𝑘𝛼∆𝑇𝑙

𝐸𝐴 + 𝑘𝑙


